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1　不動産事犯の検挙状況

令和４年中、不動産事犯全体で30事件51人
を検挙しており、前年に比べ、事件数で８事
件、人員で20人それぞれ増加した。
法令別では、宅地建物取引業法違反が11事
件18人、建設業法違反が６事件11人、建築基
準法違反が４事件４人と、これらの法令違反
で不動産事犯全体の７割を占める結果となっ
た。

2　違反態様

平成30年から令和３年までの間、宅地建物
取引業法違反と建設業法違反が、不動産事犯
全体の５割以上を占めており、令和４年もそ
の傾向が継続している。
違反態様を見ると、無許可の建設業や無免
許の宅地建物取引業の違反が目立っている。

3　暴力団の関与状況

令和４年中の不動産事犯検挙人員51人のう
ち、暴力団関係者は６人と全体の約１割を占
め、令和３年と比較すると減少している。
法令別では、組事務所として使用する意図
を隠しての建物賃貸借契約を仲介した宅地建
物取引業法違反事件１事件１名、虚偽の申請
により建設業の許可を受けた建設業法違反事
件２事件５人を検挙している。

4　主な検挙事例

⑴　宅地建物取引業法違反事件
建設会社経営のＡは、都道府県知事の免許

を受けないで、業として、令和３年５月頃か
ら同年12月頃までの間、複数の賃貸借契約の
仲介をし、無免許で宅地建物取引業を営んだ
もの。令和４年10月にＡを宅地建物取引業法
違反（無免許事業の禁止）で検挙した。
⑵　建設業法違反事件
建設会社経営のＢは、建設業の都道府県知

事の許可の更新を怠ったまま、業として令和
３年５月頃から令和３年10月頃までの間、複
数回にわたり解体工事業を営んだもの。令和
４年５月Ｂを建設業法違反（無許可事業の禁
止）で検挙した。
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